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オンライン診療を活⽤した
在宅医療における新型コロナ対策

2020.6.28
第２回⽇本在宅医療連合学会学術⼤会 特別企画シンポジウム２

「第２波、第３波が来る前に読んでおきたい！新型コロナウィルス感染症対応Q&A集」
医療法⼈はちのへファミリークリニック

⼩倉和也



自己紹介（私の立場）

• 医療法⼈はちのへファミリークリニック 院⻑
• ⽇本在宅医療連合学会 ⼈⽣会議WG・多職種連携WGリーダー

COVID-19対策委員
• NPO在宅ケアを⽀える診療所・市⺠全国ネットワーク 会⻑

台湾在宅医療学会と提携し防護具⽀援⽇本側窓⼝

• ⼋⼾市医師会 理事 (介護保険・在宅・救急担当)
• ⼋⼾市地域包括⽀援センター運営協議会 会⻑
• NPO法⼈Reconnect 理事⻑ (市の委託でICT・連携研修を提供)
➡この三者で在宅医療・介護連携推進事業を分担協⼒

• ⼋⼾地区介護保険事業者協会会⻑
• ⼋⼾地域訪問看護協会 会⻑











特筆すべきポイント

•オンライン診療の活用

•オンライン面会の推奨

• ACPの重要性

•メンタルケアの重要性（スタッフ・入居者）

•サポートチームの立ち上げ



訪問看護や施設職員が
スマホ・タブレットでアクセス

患者・家族・看護師・介護職員とテレビ通話

D to P with Nのオンライン診療

普段からの多職種連携・ICT情報共有が基盤

急変時やコロナ流行・災害時に活用

オンライン診療と聴診を救急隊と連携で⾏うことも可能



新型コロナ
検査センター

軽症者宿泊施設

救急隊

救命センター

相談センター 指定医療機関

介護施設・⾼齢者住宅

オンライン診療かかりつけ医

⾃宅

帰国者・接触者外来

連携体制案

救急搬送 オンライン診療への相談受診・紹介 退院・帰宅



3. 第２・３波に向けて

•施設・高齢者住宅・精神科病棟などでのクラスター対策が急務

•そこから地域への波及と合わせ二段階での備えを

•災害同様、起きてから準備では間に合わない

→災害計画同様、「起きたら動くだけ」にしておく！



「人・物・金」のジョウシキ

・人：看護・介護人材の確保 ➡地域団体の取り決め
・物：PPE、医療資材、宿泊設備など ➡⾏政と調整
・金：上記の財源 ➡⾏政との調整と⺠間協⼒
・の：ノウハウ ➡学会Q&A、マニュアル
・ジョウ：情報共有基盤 ➡ICTツール
・シキ：指揮系統 ➡対策本部組織と連携ルール

を事前に準備・確保し必要時に動かす！

学会のサポートも重要！



施設でのクラスター発生対策
•対策に関する教育：研修・情報提供

•発生時の対応をあらかじめ準備：クラスター対策班・連絡会議

•救急搬送・連携ルールの作成：救急小委員会と連携

•周辺地域の在宅現場での対策と体制確立：相談窓口・訪看支援

•入院時健診・情報提供共通フォーマットの作成：医師会







地域での連携による新型コロナ対策

•行政・事業者団体・職能団体が協力し、人材・物資・資金支援

•在宅医療連合学会による新型コロナ対策サポートチーム結成

• ICT連携(オンライン診療・面会含む)情報共有支援

•相談支援・対策本部の平時からの組織・活動



平時（他地域で発生・地域での発生なし）の連携

•施設から救急搬送の場合は主治医・嘱託医が新型コロナの可能
性を判断

•入居者の健康状態を所定の様式で報告

•疑い例や複数の発熱・感冒症状は相談窓口・保健所と相談



地域での発生・流行時の連携

•施設からの搬送時は新型コロナ疑い例としての対応を検討

•疑い例発生・検査時は相談窓口・保健所と相談の上検査結果判
明までの対応・他の入居者・職員の検査などの検討


